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1



目　　　　次

ごあいさつ

環境経営方針

組織の概要

事業・製品の紹介

環境経営組織図及び役割・責任・権限表

主な環境負荷の実績

環境経営目標及びその実績

環境経営計画の取組結果とその評価

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟 等の有無

緊急事態対応訓練

代表者による全体の評価と見直し・指示

これまでの環境活動の紹介

項　　　　目 ページ

3

3

4

4

5

6

6

6

8

8

8

9

2



□ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ． 二酸化炭素排出量の削除に努め、電気・ガソリンの使用量を低減します。

２ ． 廃棄物の排出量を削減し、分別を徹底します。

３ ． 節水し、水の使用量削減に努めます。

４ ． 不具合品の発生率を低減させ、環境に配慮した製品の提案と販売促進に努めます。

５ ． 環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

　 　 　 　

　国内及び海外メーカー各社の半導体及び電子部品の販売を通じ、広く社会の発展に貢献します。
  常に顧客の満足を獲得できる製品及びサービスを提供します。常に創造性を忘れず、経営の革新
を推進し、新しい試みに調整します。常に社員の知識、能力の向上に努め、各人がその個性に合わ
せて充実した人生を送ることを助けます。
  本業である半導体・電子デバイスの販売を通じて地球温暖化問題の取組みや地域の環境活動に
従業員一丸となって継続的に改善活動に取り組んでまいります。

環境経営方針

　

代表取締役社長

　私どもの会社も以前から環境問題に取り組んでまいりましたが、より一層、地球及び地域社会の
環境を守るため、「エコアクション21」を通して、2020年9月に環境活動を実施することに
いたしました。
尚、二酸化炭素及び廃棄物の削減を目標に、2017年度版のガイドラインに沿って取り組みを実施します。
その上で「つなげる信頼、届ける信頼」をスローガンに、全社員が一体となって環境の保全に取り組んでまいり
ます。

石井　祐二

制定日： 2020年7月1日
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□組織の概要 更新日：
（１） 名称及び代表者名

株式会社　かとうテック
代表取締役社長　石井　祐二

（２） 所在地
本　　　社 大阪市浪速区元町1丁目2番17号　フクダ不動産NAMBAビル9F
東海営業所 名古屋市中区新栄2丁目2番1号 イノフィス 5階 5-3号室
東京営業所 東京都台東区浅草橋1丁目34番10号　稲垣ビル8階

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 購買課課長　 森田　朋道　　 TEL：06-6643-3521
担当者 資材課 高田　千明　　 TEL：06-6643-3521

（４） 事業内容
電子部品、半導体の販売

（５） 事業の規模
資本金 千円

従業員　　　　　 名 名 名 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

（６） 事業年度 4 月 1 日 ～ 3 月 31 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 株式会社　かとうテック
対象事業所： 本　　　社

東海営業所
東京営業所
0

対象外： 0 2020年までに認証取得
活動： 電子部品、半導体の販売

□事業や製品（商品）の紹介

313.5

40,500
本　　　社 東海営業所 東京営業所 合計

26名
447㎡

2022年7月1日

パート・アルバイト
19 4 3

71.4 61.88
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

代表者

環境管理 責任者

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認
・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境経営計画の審議
・環境活動実績の確認・評価

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計

・環境管理責任者を任命

・環境経営方針の策定・見直し

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

全従業員

部門長

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備え付けと地域事務局への送付）

高田・中井

社長　石井

環境委員会

2022年7月1日

・環境経営に関する統括責任

購買課課長　森田

役割・責任・権限

環境委員会

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境経営レポートの確認

環境管理責任者

代表者（社長）

本社

営業部

本社

購買課
本社

資材課
本社

管理部
東海営業所 東京営業所
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□主な環境負荷の実績
単位

kg-CO2

kg
※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 関西電力（2018年度）の調整後の係数　

□環境経営目標及びその実績

✕

〇

〇
〇

□環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2019年

2021年

2019年 2020年 2021年

二酸化炭素総排出量 28,968

　一般廃棄物排出量 229 217 212
廃棄物排出量

0.334

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

25,053 25,222

項　目

（目標） （実績） （目標）
評
価

基準値 2021年 2022年 2023年
（目標）（基準年)

電力による二酸化炭素削
減

kg-CO2 12,762 12,507 13,412 12,251 12,124
基準年度比 2019年 98% 105% 96% 95%

基準年度比 2019年 98% 73% 97%
自動車燃料による二酸化
炭素削減

kg-CO2 16,206 15,882 11,810 15,720

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 28,968 28,388 25,222 27,971

一般廃棄物の削減
kg 229 213 212 213

基準年度比 2019年 93% 93%

数値目標 × 昨年に引き続き、夏の猛暑およびコロナ感染防止対策のための定
期的な換気により、エアコンの設定温度目標（28℃）は守れなかっ
た。また、時短勤務が解消され、オフィスでの電力使用は昨年より
増えている。かねてより懸案事項だった、天井照明をLEDに変更す
ることは進んでおり、会議室については全面的にLEDに変更でき
た。

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃） △

環境に配慮した生産活動
行動目標（次項による）

・照明をLEDに交換 ○
・サーキュレーター導入によるエアコン効率の改善○

2,962

3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月

取組結果とその評価、次年度の取組計画達成状況

0 　
0 　

2,554 2,085 3,652 4,327 3,588

93% 90%

27,681

15,558

206

2,511 2,779

96%

2,845 2,390 2,914 3,318 4,442 4,459
3,636 4,346 4,207

3,089 3,679 3,0242,975 2,129 3,089
3,508

水使用量に関してはビルの共用であり、数値把握は出来ていません。

0

2,000

4,000

6,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

電力（kWh） 2019年 2021年
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自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2019年

2021年

一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2019年

2021年

環境に配慮した生産活動

取組紹介欄

達成状況

数値目標 ○

数値目標 ○

0 0

・分別の徹底 ○
・梱包材の再利用 ○
・帳票見直しによる印刷物の削減 ○

19 15 20 22 17
17 15 19 20 16

7月 8月6月4月 5月

・効率的なルートで営業

6月 7月 8月

・エコカーの導入

4月 5月

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

・不良数低減 ○ ROHS品の販売に努め、顧客から要望があった場合、
chemSHERPAや紛争鉱物調査等、環境調査にも積極的に対応し
た。

・環境に配慮した製品の販売促進 ○

引き続き裏紙の使用を徹底・梱包材の再利用に努めた。ペットボト
ルのキャップを回収し、リサイクルに回すことで、開発途上国へのワ
クチン支援に貢献する活動を開始した。

対面での営業活動を再開し、営業マンが増えたため、ガソリンの使
用量は基準年よりは下回っているが、昨年より増えてきている。エコ
ドライブの啓発などを通して、引き続き燃費削減に努めていきた
い。

・アイドリングストップ

12月

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

1月 2月 3月

△
○

△

345 309
678 292 417 601 517 631 703 716 607
466 503 315 419 446 290 616 418 516

713
11月

18 19
18 18 18 18

19
1818 18

9月 10月 2月11月 12月 3月1月
19 21 20 19

取組結果とその評価、次年度の取組計画

525
449

586
9月 10月
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

取扱製品（調達品）のRoHS法規制など遵守
大阪府循環型社会形成推進条例

小型家電２８品目、材料再資源化貢献

□緊急事態対応の試行・訓練

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者：

■実施内容： □通報訓練　□消火訓練　□避難訓練

手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子
今年は新型コロナウイルス感染予防対策のため、訓練は実施できなかった。
今後は消防局のホームページで提供されている動画等を活用し、WEBでの訓練も取り入れていく予定である。

□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

＜情　報＞ ＜見直し・指示＞
◇自社を取り巻く環境問題の変化 ◇環境方針

　（社会的情勢、利害関係者の要求等）

◇環境経営目標・計画の達成状況 ◇環境経営目標・環境経営計画

◇その他 ◇実施体制他

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり 実績を踏まえて見直すこと
実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

新型コロナウィルスによる対面での営業活動の自粛も徐々に解禁され、社内の時短勤務や在宅勤務も解消となり、よ
うやく営業活動を本格化できるようになりました。その反面、世界的な半導体不足、エネルギー不足による価格高騰
が発生し、弊社の営業活動にも大きな影響がありましたが、新たな取引先を模索し、製品の入手経路を広げ、お客
様にご満足いただける製品をお届けできるよう尽力した結果、売り上げを伸ばすことができました。環境目標につい
ては、営業活動が活発化していく中でも、引き続きCO2削減できるよう工夫し、積極的に取り組んで参ります。引き続
き環境方針を確実に実践し、エコアクション２１を社員一丸となって取り組んで参りたいと思います。

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

エアコン、テレビ、冷蔵庫等長期使用、廃棄時再商品化費用支払い遵守  　
小型家電リサイクル法

フロン排出抑制法
グリーン購入法

家電リサイクル法

原材料等が廃棄物等となることを抑制し、適正に循環的な利用を行い、循環的な利用
が行われないものは自らの責任において適正に処分する。

【前回の指示への取組結果】

昨年に引き続き、夏の猛暑およびコロナ感染防止対策のための換気の奨励、更に時短勤務解消により電力使用が昨年より増
加し、電力によるCO２削減は残念ながら目標数値に達しなかった。また、営業部員の増員と、営業活動の解禁により、自動車に
よる営業活動も増えたため、ガソリン使用量についても昨年より増えている。今後更なる営業活動の活発化を鑑み、今後は天井
照明のLED化を更に推し進め、営業マンのエコドライブ講習参加を奨励していくなど、積極的なエコ活動に取り組んでいく。

2022年6月1日

時短勤務解消、営業部員の増員、対面での営業活動の
解禁により、営業活動が活発化した。

引き続き感染症予防に努め、環境方針は変更せず継続
していく。

夏の猛暑・感染予防のための換気により、冷房の設定温
度を上げることは難しかったが、サーキュレーター導入
により、冷暖房の効率を上げるよう努めた。また、天井照
明のLED化に取り組み、会議室全体の照明をLEDに交
換した。
自動車での営業活動再開、営業部員の増員により、ガ
ソリン使用量は若干増えた。

環境経営目標・環境経営計画共に変更はせず、営業活
動が活発化しても二酸化炭素削減ができるよう努めてい
きたい。

外部からの苦情や要請はありませんでした。 新入社員が増えたので、エコアクション21の活動を周知
しつつ、基本的な環境経営方針や目標・計画等は変更
せずに進めていく。

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）

第１種（業務用）特定機器の簡易点検（1回／３ケ月）（テナント管理）
一般廃棄物（可燃ごみ） 廃棄物処理法
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□これまでの環境活動の紹介

　ペットボトル
　キャップの回収

□編集後記

会社として環境問題に貢献できることはないか、社員間でも意見交換ができるようになってきた。
引き続きコロナ対策のため、集まって勉強会等をすることはためらわれるが、
WEB等、他の手段を通して、環境負荷の削減に意欲的に取り組んでいきたい。
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